
 
 
 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 



加賀田中学校平和宣言 
 
 

１９４５年８月９日、１１時２分、この街の上空にアメリカの爆撃機が 1 発の

原子爆弾を投下しました。その威力は凄まじく、人々が暮らしていた街は一瞬

にして廃墟となり、人々の夢、希望、思い出、愛する人の命をも消し去ってし

まいました。原子爆弾は、たくさんの人の命を奪い、傷つけそして、人々の心も

傷つけたのです。そのため、生き残った被爆者は、７６年たった今もなお放射

線による白血病やがん発病への不安、そして深い心の傷を抱え続けていま

す。人間は、これまで数々の過ちを犯してきました。このむごい兵器を作ったの

も人間です。この過去の過ちを忘れてはいけません。 

あれから７６年。今、日本は空腹、空襲の心配をせず、暮らせるようになり

ました。しかし、虐待や殺人事件などのニュースが耐えません。また、世界で

は、いまだに戦争による貧困におびえ、苦しみ、死んでいく人たちが大勢いま

す。世界中で、平和な日は一日もないのです。世界が平和になるために、

私たちがこれからもっと世界を知り、いろんな国の人たちとともに、今までに起

きたことから目を背けずに、それを次の世代に伝えていくことが大切だと思いま

す。この世界を本当の意味で平和な世の中にすることが私たち、若い世代

の課題だと思います。 

ここに加賀田中学校 3 年生 87 名は、再び、戦争という悲惨な出来事が

行われないよう、命を敬い、感謝を忘れず、隣人を愛し、平和な世界を持ち

続ける勇気を持てるような人間になることを誓います。 

 

令和３年１１月８日 

河内長野市立加賀田中学校 3年生一同 
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